
 

 

 

 

金沢港・七尾港の岸壁の本格復旧に向けた 

工事の入札手続きを開始 
～能登半島等の港湾における本格復旧工事第１号～ 

 

 
【復旧工事の内容】 

①金沢港(南地区)岸壁(-10m)(戸水1号・2号)(災害復旧)改良外1件工事 

工事発注規模 ： １５億円以上３０億円未満 

工    期 ： 令和８年３月２５日まで 

対象施設・工事内容： 

戸水岸壁：撤去工、本体工(鋼矢板打設)、上部工、付属工、舗装工 など（別紙１参照） 

 

②七尾港(大田地区)岸壁(-10m)（大田2号・物専）(災害復旧)改良外1件工事 

工事発注規模 ： ３０億円以上５０億円未満 

工    期 ： 令和８年３月２５日まで 

対象施設・工事内容： 

２号岸壁：撤去工、地盤改良工、舗装工 など（別紙２参照） 

物専岸壁：撤去工、地盤改良工、本体工(鋼矢板工)、舗装工 など（別紙３参照） 

 

③七尾港(矢田新地区)矢田新さん橋(-7.5m)(第一西)(災害復旧)改良外2件工事 

工事発注規模 ： １５億円以上３０億円未満 

工    期 ： 令和８年３月２５日まで 

対象施設・工事内容： 

桟橋(-7.5m)：撤去工、本体工(鋼杭工)、桟橋上部工、舗装工 など（別紙４参照） 

岸壁(-5.5m)：撤去工、床堀工、本体工(鋼矢板工)、裏埋工、舗装工 など（別紙５参照） 

 

 

 

 

 

北陸地方整備局では、７月４日に能登半島等における港湾施設の復旧の見通し（目

標）を公表したところです。 

今般、金沢港及び七尾港の大田地区と矢田新地区における岸壁の本格復旧に向けた工

事の入札手続きを開始しました。 

能登半島地域における他の港湾についても、今後、順次入札手続きを行い、本格復旧

工事を進めて参ります。 

同時発表記者クラブ 

石川県政記者クラブ 

 専門紙 

【問い合わせ先】 

国土交通省 

北陸地方整備局 港湾空港部 

  港湾事業企画課長  廣木 

   TEL：025-370-6612  

発 表 日 時 北陸地方整備局 

記者発表資料 令和６年７月１９日 
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金沢港(南地区)岸壁(-10m)(戸水1号・２号) 復旧概要

位置図

施工箇所

戸水岸壁

被災状況

別紙１

復旧断面（イメージ）

上部工の損傷 岸壁法線のずれ

戸水1号岸壁(-10m)
L=185ｍ

金沢港
かなざわ

戸水2号岸壁(-10m)
L=185ｍ

鋼管杭打設

鋼矢板打設

エプロン舗装 タイ材設置



七尾港(大田地区)岸壁(-10m)(大田2号) 復旧概要

位置図

施工箇所

大田2号岸壁

被災状況

別紙２

復旧断面（イメージ）

地盤改良工

上部工拡幅
舗装・路盤 撤去・新設

岸壁法線のずれ 上部工背後の段差

大田2号岸壁(-10m)
L=185ｍ



七尾港(大田地区)岸壁(-10m)(大田物専) 復旧概要

位置図

施工箇所

大田物専岸壁

被災状況

復旧断面（イメージ）

地盤改良工 液状化対策

鋼矢板撤去・新設

上部工・舗装・路盤 撤去・新設

岸壁法線のずれ エプロン背後段差

大田物専岸壁(-10m)
L=185m

別紙３



七尾港(矢田新地区)矢田新さん橋(-7.5m)(第一西)復旧概要

位置図

施工箇所

矢田新桟橋(-7.5m)(第一西)

被災状況

復旧断面（イメージ）

鋼管杭撤去・新設

上部工・舗装・路盤
撤去・新設

桟橋上部の前傾 桟橋背後のクラック

矢田新さん橋
(-7.5m)(第一西)

L=220m

別紙４

桟橋上部工 撤去・新設



七尾港(矢田新地区)矢田新岸壁(-5.5m)(第一西)復旧概要

位置図

施工箇所

矢田新岸壁(-5.5m)(第一西)

被災状況

復旧断面（イメージ）
上部工・舗装・路盤 撤去・新設

前面矢板・控え杭 新設

床堀・裏埋

エプロン背後のクラックエプロンの沈下

矢田新岸壁
(-5.5m)(第一西)

L=60m

別紙５




